
1

2

3

4

5

6

7

8

9 1,278,097

908,181

m

34.53 34.57

(内）投資的経費等

みどり豊かな環境にやさしいまち

実績
区分　

平成24年度

○住宅都市に調和したみどりと建物で街並みが構成され、自然が回復した川と古くからある屋敷林や農地が点在するなど、誰
もが自然と共存することに感動と親しみを持つことができる成熟したまちづくりが着実に進んでいます。
○防災機能を併せ持つ公園やオープンスペースが整備され、みどりがつながり、みどりの総量も増加しています。

Ⅰ
・
施
策
コ
ス
ト

(

単
位
千
円

）

目標
番号

3
施策
名

水とみどりのネットワークの形成
目標
名

前年度
総事業費 ％

233

当該年度
総事業費

13.4

▲ 35.4

平成24年度

542382

平成23年度

810.21

612,458.17607,487.40

平成25年度
目標

4,970.77

目標値

22.17

5,739.99

平成25年度
実績

目標
年度

Ⅲ
・
成
果
指
標

33

指標名
算式または
指標の説明

平成23年度

21.84

公園緑地等面積
÷人口

％ 22.17

7,584,411

2.332.06

25

976,000

▲ 35.0

2.10㎡

本

12.5

7,581,160

1,951,000

当該年度に整備した公園
面積

区立公園管理面積

1,624

44

㎡

平成26年度　杉並区施策評価表Ⅰ

Ⅱ
・
活
動
指
標

人件費比率

平成25年度

平成23年度

接道部緑化助成延長

639,661

1,724

人件費／総事業費（単位％）

保護樹木指定本数

算式または指標の説明

1,273,025

0

単位

8.4 8.7

総事業費伸び率
（計画比・実績比）

指標名

計画

6,109,913

施策
番号

8

施策分析

非常勤職員数

特記事項

22.22

3,380,683

事業費

平成25年度

6,922,234

施策目標

実績

4,240,728

881,980

活動指標「接道部緑化延長」の減
は大規模案件の申請が無く、１件当
りの延長も少なかったこと、「保護指
定本数」の減は大・中規模な解除が
多かったことに起因します。(内）委託費

施策
担当課

みどり公園課 関係課 －

実績

617,835

計画

800,288

再任用職員数

51.50

20.33 20.33

2.07
区民一人当たりの
都区立公園面積

緑被率

1,749

㎡

平成24年度

 国・都からの
支出金

みどりの基本計画
における目標値

単位

2.00

606,677.19

23
(30年度)

655,214

22.12

52.95

35.43

4,895,942総事業費
(1＋7)

792,514

6,941,499

3,411,836

54.07

4,926,580

4,308,745

662,177

6,105,251

人件費
（4+5+6）

48.60

35.40

常勤職員数



施策を取り巻く環境
（社会情勢、国・都の動
き、区民意見等）

施策の総合評価
（計画事業の取組実績
と、取組実績を踏まえ
た評価結果）

　区民のみどりの保全・創出に対する意識は高く、区内のみどりは、様々な取組により24年度調査では緑被率が22.17％
となりましたが、民有地である屋敷林や農地は相続や開発により減少が進んでいます。今後は、区民、事業者、区が一体
となって屋敷林や農地を守っていく有効な制度を運用し、杉並らしいみどり豊かなまちの実現に向けた施策を講じていき
ます。
　都市化の進展により失われつつある良好な水辺空間を取り戻すため、人と水のふれあいの場づくりや老朽化した護岸
等の整備を進め、河川環境の充実を図ります。また、多様な動植物が生息・生育・繁殖できる潤いと安らぎのある水辺環
境を再生・創出することを目的として、善福寺川「水鳥の棲む水辺」創出事業を区民と共に進めます。
　防災機能を備えた公園の整備などが社会的要請になっているため、みどりの拠点となるまとまりのある土地を公園化で
きるよう努めていきます。また、併せて、施設の老朽化に伴う改修や、利用者層の多様化に応じた区立公園の再整備を
進めていきます。

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

　みどりの顕彰制度「後世にのこしたい杉並の屋敷林」の表彰式や東京みどりの研究会主
催の『都市のみどりを守るフォーラム2013』（杉並区幹事）では、屋敷林や都市農地の保全
などを区民に広く呼び掛けるきっかけとなりました。
　区民意向調査では、「みどりや水(河川等)とのふれあいを実感している区民の割合」は、
70％を超えているものの横ばい傾向であることから、引き続き、潤いと安らぎのある水辺空
間の再生・創出に取り組んでいきます。
　区民一人当たりの公園面積は、平成25年報告（公園調書　東京都建設局）によると23区
中では20番目となっており、いまだ低い状況にあります。一方、区立公園の面積は、前年
度と比較して4,970.77㎡の増となり着実に増加しています。また、（仮称）下高井戸公園計
画が進み整備が終わると、方南和泉地区に新たに地域公園が誕生し、杉並区7地域全て
に地域公園が配置されることになります。

　平成25年度には、東京みどりの研究会主催（杉並区幹事）で『都市のみどりを守るフォー
ラム2013』を座・高円寺で行い、屋敷林や都市農地の保全に近隣区市とともに取り組むこと
を宣言しました。
　平成27年度には東京都と市区町村が合同で策定した「緑確保の総合的な方針（平成22
年5月）」の改定が予定されており、今後、確保することが望ましい緑を抽出する重要な時
期を迎えます。
　東日本大震災後、同様の震災が発生するといわれる中、防災機能を備えた公園や災害
時の避難場所となるオープンスペースの確保が求められています。また、公園は子どもた
ちの安全で安心できる遊び場であると同時に、少子高齢化により利用者層の多様化が進
むため、時代の変化に対応した公園を求める要望が強くなっています。

今後の施策の方向性

施
策
を
構
成
す
る
事
務
事
業
の
評
価

○水辺環境の整備　○公園の維持管理　○公園事業　○遊び場の維持管理
○公園等の整備　○公衆便所の維持管理

○公園のリニューアル　○みどりを育てる　○みどりを創る　○みどりを守る　○みどりの基
金

その他、個別の事
情がある事務事業

推進（拡充）すべき
事務事業

今後も同規模で継
続（現状維持）すべ
き事務事業

縮小（廃止）すべき
事務事業

サービス増 現状維持 効率化 縮小・統廃合拡充



8 】 【施策名： 】 ※金額の単位は千円

1 410 ○ 1,953 1,230 1,230 0.73 6,300 8,253 ○

2 423 587,441 29,956 501,049 18.85 32.73 21.18 347,894 935,335

3 424 56,725 0 45,985 4.19 36,160 92,885 ○

4 425 46,904 1,652 40,997 3.30 0.60 0.40 31,907 78,811

5 426 ○ ○ 3,305,790 3,267,779 103,444 6.47 55,836 3,361,626 1,264,217 ○

6 427 62,589 58,165 62,467 2.50 0.10 21,961 84,550 3,317 ○

7 428 ○ ○ 14,720 0 10,327 4.64 0.12 40,506 55,226 3,007 ○

8 429 ○ 79,683 0 73,440 5.92 0.60 53,406 133,089 ○

9 430 ○ ○ 65,757 21,901 30,603 4.30 1.10 0.42 42,523 108,280 7,470 ○

10 431 ○ 2,955 0 0 0.25 2,158 5,113 86 ○

11 432 16,211 12,438 1.80 0.18 0.12 16,563 32,774

12 0 0

13 0 0

14 0 0

15 0 0 　 　

16 0 0 　 　

17 0 0 　 　

18 0 0 　 　

19 0 0 　 　

20 0 0 　 　

21 0 0 　 　

22 0 0 　 　

23 0 0 　 　

24 0 0 　 　

25 0 0 　 　

26 0 0 　 　

27 0 0 　 　

28 0 0

29 0 0

30 0 0

31 0 0

32 0 0

33 0 0 　 　

34 0 0 　 　

35 0 0 　 　

36 0 0 　 　

37 0 0 　 　

38 0 0 　 　

39 0 0 　 　

40 0 0 　 　

4,240,728 3,380,683 881,980 52.95 35.43 22.12 655,214 4,895,942 1,278,097

事務
事業
番号 非常

勤

職員数

（内）委託費 常勤

合計

評価対象事務事業名

遊び場の維持管理

平成26年度　　杉並区施策評価表Ⅱ　(施策を構成する事務事業）

25年度事業費

水辺環境の整備

人件費
（再任用・
非常勤
含）

国・都から
の支出金

位置付

実
行
計
画
事
業

主
要
事
業

【施策番号：

みどりの基金

公衆便所の維持管理

（内）投資
的経費等

公園等の整備

公園の維持管理

公園事業

縮
小

みどりを守る

水とみどりのネットワークの形成

再任
用

今後の事業
の方向性

拡
充

現
状
維
持

そ
の
他

総事業費

公園のリニューアル

みどりを育てる

みどりを創る



1

2

3

4

5

6

7

8

9

平成24年度

1,060

2.80

0.00 0.00

0

0

35.1

▲ 37.6

2,777
(3.8%)

66,395

0

総事業費
(1＋7)

5,878

人件費
（4+5+6）

常勤職員数

再任用職員数

件

1,022.1
区内太陽光発電に
よる発電量

太陽光発電機器
設置数（太陽光発
電機器普及率）

31.2

330

93,308

施策
番号

9

施策分析

非常勤職員数

特記事項

0.70

0

事業費

平成25年度

6,215

計画

0

計画

目標
番号

3
施策
名

再生可能エネルギーを活用した住宅都市
づくり

目標
名

みどり豊かな環境にやさしいまち

施策目標

実績

37,134

121

平成２５年度の総事業費が前年度と
比べ大幅に下がった要因は、平成
２４年度に開始した「杉並区地域エ
ネルギービジョン」の策定に関する
事務が、平成２５年６月で終了したこ
と、また、太陽光発電システム設置
助成件数の落ち込み（目標５００件、
実績３０５件）によるものです。助成
件数の減少は、東京都が太陽光発
電システム単独の助成制度を廃止
した影響が大きいと考えられます。

総事業費伸び率
（計画比・実績比）

指標名

▲ 31.0

算式または指標の説明

1,500

単位

26.1 27.6

(内）委託費

0.00 0.00

 国・都からの
支出金

2.91

平成26年度　杉並区施策評価表Ⅰ

Ⅱ
・
活
動
指
標

人件費比率

平成25年度

平成23年度

太陽光発電システム設置
助成件数

24,360

人件費／総事業費（単位％）

前年度
総事業費 ％

305.0

当該年度
総事業費

平成24年度

514344

91,712

2,280

21

1,239.6

8.2

7,800
(10%)

0

区立施設太陽光発電
機器から年間発電量を
推計

算式または
指標の説明

平成23年度

2,049
(1.5%)

区内太陽光発電機器
設置数より年間発電量
を推計

万
kWh

件
太陽光発電機器設置
数（推計値）÷区内戸
建棟数

単位

712.0

平成25年度
実績

33
3,049
(4%)

目標
年度

3,267
(4.2%)

平成25年度
目標

目標値

区立施設の太陽光
発電による発電量

万
kWh

施策
担当課

環境課（地域エネルギー対策担当） 関係課 －

実績

20,069

区分　
平成24年度

○太陽光発電等の再生可能エネルギーの普及が進み、各家庭や事業所においてエネルギーを自ら創出し、電力需要を賄う
取組が定着するなど、地球にやさしい住宅都市づくりが進んでいます。
○区立施設等における再生可能エネルギーの利用が拡大しています。

Ⅰ
・
施
策
コ
ス
ト

(

単
位
千
円

）

0.70

(内）投資的経費等

20,069

68,948

0

64,397

44,328

25,317

2.10

0.00

実績

平成23年度

2.10

0.00

57,203

1,500

118.2 33

Ⅲ
・
成
果
指
標

33

8.2

指標名



その他、個別の事
情がある事務事業

推進（拡充）すべき
事務事業

今後も同規模で継
続（現状維持）すべ
き事務事業

縮小（廃止）すべき
事務事業

地域エネルギー対策の推進①

施策を取り巻く環境
（社会情勢、国・都の動
き、区民意見等）

施策の総合評価
（計画事業の取組実績
と、取組実績を踏まえ
た評価結果）

　平成25年6月に策定した「地域エネルギービジョン」に基づき、災害時の避難救援拠点となる区立小中学校に太陽光発
電システムと蓄電池を設置し、普段は電力のピークシフトや環境学習に使用し、いざ大規模災害が発生した際には必要
最低限のエネルギーを供給することで、同ビジョンが掲げるまちの将来像である「ふだんから災害に備えのある環境にや
さしい安全で快適なまち」「いざ大規模災害が起きたときにエネルギーで困らないまち」をつくっていきます。
　併せて、住宅都市という特性を踏まえ、住宅の屋根に太陽光発電システムを一層普及させるため、助成制度の対象拡
大や東京都の「東京ソーラー屋根台帳」を活用した啓発など、事業の改善方法について検討します。

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

　太陽光発電システムの設置助成件数は着実に増加し、平成25年度末で累計1,967件と
なりました。区内戸建棟数に占める普及率は4.2％に達しており、区内のエネルギー自給
率向上と低炭素化に貢献しています。
　しかし、平成25年度の助成件数は305件で、前年度の514件から大幅に落ち込みました。
これは東京都が太陽光発電システムを単独設置する方への助成制度を廃止したこと、ま
た、固定価格買取制度の買取価格が年々下がっている影響が大きかったと考えられま
す。システム価格自体も下がってきており、一層の普及拡大を図るため、今後は定性的効
果（停電時の自立電源として使える安心感など）のＰＲや、東京都が平成26年3月に新たに
公開した「東京ソーラー屋根台帳」を活用した啓発を行うなどの工夫が必要となっていま
す。

国が平成２６年４月に新たに策定した「エネルギー基本計画」では、再生可能エネルギー
は重要な低炭素の国産エネルギー源であり、今後も積極的に導入を推進するとしていま
す。一方、電力システム改革については、第185回国会（平成25年）において平成27年度
を目途に広域的運営推進機関を設立することが決定されています。続く第186回国会（平
成26年）では、平成28年度を目途とした小売全面自由化を定める電気事業法の改正が決
定されました。なお、平成27年度の通常国会において、送配電部門の分離について審議
が行われる見通しとなっており、いわゆる「電力の全面自由化」に向けた改革が進められる
ことが予測されます。

今後の施策の方向性

施
策
を
構
成
す
る
事
務
事
業
の
評
価

サービス増 現状維持 効率化 縮小・統廃合拡充



9 】 【施策名： 】 ※金額の単位は千円

1 436 ○ ○ 37,134 0 121 2.10 0.00 0.70 20,069 57,203 1,500 ○

2 0 0

3 0 0

4 0 0

5 0 0

6 0 0

7 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 0 0

12 0 0

13 0 0

14 0 0

15 0 0 　 　

16 0 0 　 　

17 0 0 　 　

18 0 0 　 　

19 0 0 　 　

20 0 0 　 　

21 0 0 　 　

22 0 0 　 　

23 0 0 　 　

24 0 0 　 　

25 0 0 　 　

26 0 0 　 　

27 0 0 　 　

28 0 0

29 0 0

30 0 0

31 0 0

32 0 0

33 0 0 　 　

34 0 0 　 　

35 0 0 　 　

36 0 0 　 　

37 0 0 　 　

38 0 0 　 　

39 0 0 　 　

40 0 0 　 　

37,134 0 121 2.10 0.00 0.70 20,069 57,203 1,500

再生可能エネルギーを活用した住宅都市づくり

再任
用

今後の事業
の方向性

拡
充

現
状
維
持

そ
の
他

総事業費

（内）委託費 常勤
縮
小

（内）投資
的経費等

平成26年度　　杉並区施策評価表Ⅱ　(施策を構成する事務事業）

25年度事業費

地域エネルギー対策の推進①

人件費
（再任用・
非常勤
含）

国・都から
の支出金

位置付

実
行
計
画
事
業

主
要
事
業

【施策番号：

評価対象事務事業名
事務
事業
番号 非常

勤

職員数

合計



1

2

3

4

5

6

7

8

9

実績

平成23年度

253.61

12.27

6,306,910

294,112

施策
担当課

ごみ減量対策課 関係課 －

実績

2,098,817

区分　
平成24年度

○ごみの減量・資源化に対する区民の意識の向上が図られ、家庭や事業所での分別の徹底により、資源 回収量が増加し、ご
み量は着実に減少しています。
○集積所へのごみ出しのルール・マナーが守られ、空き地や私道への不法投棄も減少し、まちの美観が保たれています。ま
た、カラス対策の効果が上がり、集積所のごみの散乱は年々減少してきています。

Ⅰ
・
施
策
コ
ス
ト

(

単
位
千
円

）

6.40

Ⅲ
・
成
果
指
標

33

指標名

528

平成25年度
実績

33520

目標
年度

515

平成25年度
目標

目標値

6,418,377

3328.4

資源回収量（行政回収分）

460

107,016

算式または
指標の説明

平成23年度

541

資源回収量÷（区
ごみ収集量+資源
回収量）

ｇ
年間可燃ごみ・不
燃ごみ・粗大ごみ
量÷人口÷365日

単位

26.8

32,684

平成26年度　杉並区施策評価表Ⅰ

Ⅱ
・
活
動
指
標

人件費比率

平成25年度

平成23年度

ごみの収集量

2,182,945

32,372

人件費／総事業費（単位％）

資源の回収量

前年度
総事業費 ％

102,115

当該年度
総事業費

35.7

▲ 1.7

平成24年度

104,168106,490可燃、不燃、粗大の収集量

％

ｔ

33.4

3,930,283

6,355,021

90,614
総事業費伸び率
（計画比・実績比）

指標名

▲ 1.1

算式または指標の説明

211,413

0

単位

34.3 36.4

施策
番号

10

施策分析

非常勤職員数

特記事項

6.80

0

事業費

平成25年度

3,924,088

計画

0

計画

目標
番号

3
施策
名

ごみの減量と資源化の推進
目標
名

みどり豊かな環境にやさしいまち

施策目標

実績

4,053,102

3,831,476(内）委託費

0.00 16.68

(内）投資的経費等

 国・都からの
支出金

2,253,808

4,172,076

0

258.10

6,282,251

4,183,434

2,338,000

236.00

11.20

242.60

26.30 9.81

4,080,377

0

総事業費
(1＋7)

3,883,155

人件費
（4+5+6）

常勤職員数

再任用職員数

ｔ

27.3資源回収率

区民一人1日当た
りのごみ排出量

32,464

平成24年度

27.5



施策を取り巻く環境
（社会情勢、国・都の動
き、区民意見等）

施策の総合評価
（計画事業の取組実績
と、取組実績を踏まえ
た評価結果）

　ごみの減量・資源化率を向上させるため、あらゆる媒体を利用して、区民・事業者に対してわかりやすい分
別方法や、ごみの発生抑制となるリデュース、リユース、リサイクルの「３Ｒ」を呼びかけていきます。
　また、区民の自主的な集団活動を支援し、団体数を増やす取組や資源抜き取り対策を強化することで、良
質な資源の回収を安定的に進めます。
　さらに平成26年4月から試行している不燃ごみ全体の約45％を対象とした再資源化事業を、平成29年度を
目途に不燃ごみ全量を対象とする取組へと進めていきます。また、再資源化の品目拡大に向けた、調査・研
究を引き続き検討していきます。
　以上のような取組により、更なるごみの減量・資源化を推進します。

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

　清掃情報紙やごみ・資源の収集カレンダー、ごみ出しアプリによるごみの分別・ごみ出し
ルールの周知徹底、資源の集団回収事業の拡充への取組など、ごみの減量・資源化に対
する区民への意識啓発を粘り強く行ったことで、平成25年度のごみ量は、前年度より
2,056.7トン減少し、区民一人1日あたりのごみ量が528ｇから515ｇとなり、23区最少となりま
した。
　また、資源回収量は、従来までの回収品目（古紙・びん・缶・ペットボトル・プラスチック製
容器包装）に加え、25年度から新たに始めた粗大ごみに含まれる有用金属回収、小型家
電の再資源化を合わせて、40,500トンで、前年度より1,303トンの増加となり、集団回収量と
併せた資源化率は27.3％から28.4％へと向上しました。

○清掃情報紙「ごみパックン」、「ごみパックン中学生版」、小学校四年生の環境学習副読
本の「できることからはじめよう」は大変わかりやすく、ごみ減量に対する意識の向上に役立
つとの意見がありました。一方、「ごみ・資源の収集カレンダー」はカレンダー形式とすること
について賛否の意見がありました。
○平成25年4月に「使用済み小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律」が施行さ
れ、平成25年10月より区内7か所で拠点回収をはじめました。また、生ごみ処理機やコンポ
ストに関する問合せが多くあり、リサイクルへの関心が高まっています。
○資源の持ち去り行為に対して、さらなる取り締まりの強化を要望する声が多く寄せられて
います。

今後の施策の方向性

施
策
を
構
成
す
る
事
務
事
業
の
評
価

○ごみ・し尿の収集・運搬（事務事業番号447）
○ごみ・資源の排出の適正管理（事務事業番号450）
○清掃車の運行及び維持管理（事務事業番号453）
○杉並清掃事務所の維持管理（事務事業番号454）

○ごみの減量と資源化の推進（事務事業番号446）
○資源の回収（事務事業番号449）

その他、個別の事
情がある事務事業

推進（拡充）すべき
事務事業

今後も同規模で継
続（現状維持）すべ
き事務事業

縮小（廃止）すべき
事務事業

サービス増 現状維持 効率化 縮小・統廃合拡充



10 】 【施策名： 】 ※金額の単位は千円

1 446 ○ ○ 75,051 0 16,955 6.97 0.50 0.80 64,305 139,356 1,343 ○

2 447 1,605,152 0 1,593,743 162.67 10.43 3.83 1,454,749 3,059,901 0 ○

3 449 2,176,781 0 2,160,583 10.53 0.00 0.50 92,264 2,269,045 292,381 ○

4 450 ○ ○ 57,878 0 18,559 37.30 0.67 0.10 324,763 382,641 376 ○

5 453 ○ 33,456 0 85 30.23 0.00 0.00 260,885 294,341 12 　

6 454 104,784 0 41,551 5.91 0.67 1.17 56,842 161,626 0 　

7 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 0 0

12 0 0

13 0 0

14 0 0

15 0 0 　 　

16 0 0 　 　

17 0 0 　 　

18 0 0 　 　

19 0 0 　 　

20 0 0 　 　

21 0 0 　 　

22 0 0 　 　

23 0 0 　 　

24 0 0 　 　

25 0 0 　 　

26 0 0 　 　

27 0 0 　 　

28 0 0

29 0 0

30 0 0

31 0 0

32 0 0

33 0 0 　 　

34 0 0 　 　

35 0 0 　 　

36 0 0 　 　

37 0 0 　 　

38 0 0 　 　

39 0 0 　 　

40 0 0 　 　

4,053,102 0 3,831,476 253.61 12.27 6.40 2,253,808 6,306,910 294,112

杉並清掃事務所の維持管理

ごみの減量と資源化の推進

再任
用

今後の事業
の方向性

拡
充

現
状
維
持

そ
の
他

総事業費
縮
小

（内）投資
的経費等

清掃車の運行及び維持管理

ごみ・し尿の収集・運搬

資源の回収

平成26年度　　杉並区施策評価表Ⅱ　(施策を構成する事務事業）

25年度事業費

ごみの減量と資源化の推進

人件費
（再任用・
非常勤
含）

国・都から
の支出金

位置付

実
行
計
画
事
業

主
要
事
業

【施策番号：

合計

評価対象事務事業名

ごみ・資源の排出の適正管理

事務
事業
番号 非常

勤

職員数

（内）委託費 常勤



1

2

3

4

5

6

7

8

9

○平成25年度実績値が平成33年度目標値を既に達成している場合、その指標と目標値については総合計画の改定時に必要な見直しを行います。

総事業費
(1＋7)

45,927

人件費
（4+5+6）

常勤職員数

再任用職員数

20
杉並区内の年間
電力使用量

環境に配慮した取
組を行っている区
民の割合

183

校

平成24年度

 国・都からの
支出金

区民意向調査によ
る

単位

20

3,384

190,154

116,801

73,122

0

6.90

1.20

4.50

5.00 3.90

62,023

0.00 1.20 1.10

185,325

施策
番号

11

施策分析

非常勤職員数

特記事項

3.30

0

事業費

平成25年度

97,988

施策目標

実績

107,957

56,661(内）委託費

施策
担当課

104,457

0

6.63

環境課 関係課 －

実績

73,353

計画

50,422

平成26年度　杉並区施策評価表Ⅰ

Ⅱ
・
活
動
指
標

人件費比率

平成25年度

平成23年度

太陽光発電システム機器
設置助成件数

52,900

83

人件費／総事業費（単位％）

省エネルギー機器設置
助成件数

算式または指標の説明

0

0

単位

33.6 42.7

計画

0

171,110

2020.0

24年度から対象機種をより効果的
なものに限定

100

1,500

20.8

21.6
億

kWh

件

38.6

157,357

85

77,368

3.30

7.41

76

33

件

0

件

総事業費伸び率
（計画比・実績比）

指標名

算式または
指標の説明

平成23年度

78.5

杉並区・練馬区・中野区の
エリア内における年間電気
使用量から推計

％ 79.3

1,500

中学生環境サミット　参加
校

喫煙防止指導件数

実績
区分　

平成24年度

Ⅰ
・
施
策
コ
ス
ト

(

単
位
千
円

）

前年度
総事業費 ％

305

当該年度
総事業費

41.7

8.3

平成24年度

514344

平成23年度

12

2,3323,217

平成25年度
目標

(内）投資的経費等

みどり豊かな環境にやさしいまち

○区民・事業者が、暮らしや事業活動の中で、省エネルギー・省資源への積極的な取組を行っています。
○区民・事業者・地域団体・環境NPO等の自主的・自発的な活動によって、生活環境の改善に向けた様々な取組が各地域で
活発に展開され、ごみや吸殻のポイ捨てが減少するなど、まちの環境美化が進んで います。
○区民や環境NPO等により、子どもも大人も楽しみながら参加できる環境学習講座等が数多く提供され、多くの区民が環境に
ついての理解を深め、自主的に環境行動に取り組んでいます。

目標
番号

3
施策
名

環境を大切にする生活スタイルの促進
目標
名

23

目標値

77.9

12

平成25年度
実績

目標
年度

Ⅲ
・
成
果
指
標

33

指標名



○あんさんぶる荻窪の維持管理
その他、個別の事
情がある事務事業

推進（拡充）すべき
事務事業

今後も同規模で継
続（現状維持）す
べき事務事業

縮小（廃止）すべき
事務事業

○地域エネルギー対策の推進②　○環境配慮行動の推進

　省エネルギー対策の推進については、区のエネルギー施策の新たな指針として「杉並区地域エネルギービジョン」を
平成25年6月に策定しました。杉並区の地域特性に合わせた省エネルギー対策のきめ細やかな推進など、ビジョンの推
進に向けて取り組んでいきます。
　環境学習の推進については、現在環境学習の拠点である「すぎなみ環境情報館」を区立施設再編整備計画に基づ
き、リサイクルひろば高井戸として利用している施設に移転します。その後、移転後の運営状況を踏まえ、運営のあり方
について検討していきます。
　環境配慮行動の促進を図るため、区の広報やホームページによる周知のほか、さまざまな媒体を活用して啓発活動を
進めます。また、地域や各種団体との連携強化による協働の推進や教育委員会と連携した環境教育の充実などに取り
組んでいきます。

改
善
・
見
直
し
の
方
向

(

中
長
期

）

　省エネルギー機器の導入助成や省エネ相談などを前年度に引き続き実施したほか、環境団体、
エネルギー事業者と区が協働で、省エネナビを活用した省エネ相談や区内事業所でのデマンド監
視装置の運用など先進的な取組を行うことにより、家庭や事業所における省エネルギー意識の向
上を図りました。
　また、安全美化条例による区内全域での歩きたばこ・ポイ捨て禁止の啓発活動や路上喫煙防止
指導を継続的に行い、区の喫煙ルールの周知を図りました。地域清掃活動（クリーン大作戦）には
毎年度１万人を超える区民や地域団体が協力し、まちの美化を支えています。
　区民向けの環境に関する講座・講習や区立学校への環境学習の支援をすぎなみ環境情報館で
行ったほか、中学生環境サミットを開催するなど環境学習の充実を図りました。多くの区民や学校に
参加・活用していただいたことで、環境への普及啓発に効果がありました。

  環境問題に関しては、東日本大震災を契機としたエネルギー問題や外来生物の増殖による在来
生物の個体数の減少など、様々な報道の影響もあり、区民から高い関心が引き続き寄せられていま
す。国や東京都ではエコカー減税や省エネ改修補助金を実施するなど、省エネの普及促進に向け
た取組みを行っているほか、都市の低炭素化を促進する法律の施行など法整備を進めておりま
す。区においても、省エネ機器に対する助成や杉並区安全美化条例に基づく啓発活動、環境情報
館での環境講座の実施など環境に関する事業を実施しました。取組に対して、区民から一定の評
価を得ている一方、制度や対策の強化を求める声が寄せられています。

今後の施策の方向性

施策を取り巻く環境
（社会情勢、国・都の動
き、区民意見等）

施策の総合評価
（計画事業の取組実績
と、取組実績を踏まえ
た評価結果）

施
策
を
構
成
す
る
事
務
事
業
の
評
価

○安全美化条例に基づく生活環境の改善　○自然環境の保全

サービス増 現状維持 効率化 縮小・統廃合拡充



11 】 【施策名： 】 ※金額の単位は千円

1 437 ○ ○ 14,445 8,124 0.90 0.00 0.30 8,601 23,046 ○

2 438 ○ 2,036 747 2.00 0.00 0.50 18,650 20,686 ○

3 439 17,898 14,528 2.13 0.20 2.00 24,714 42,612 ○

4 443 ○ ○ 6,494 6,093 1.00 0.40 0.50 11,564 18,058 ○

5 455 ○ 67,084 27,169 1.38 0.50 0.00 13,839 80,923 ○

6 0 0

7 416 0 0

8 0 0

9 0 0

10 0 0

11 0 0

12 0 0

13 0 0

14 0 0

15 0 0 　 　

16 0 0 　 　

17 0 0 　 　

18 0 0 　 　

19 0 0 　 　

20 0 0 　 　

21 0 0 　 　

22 0 0 　 　

23 0 0 　 　

24 0 0 　 　

25 0 0 　 　

26 0 0 　 　

27 0 0 　 　

28 0 0

29 0 0

30 0 0

31 0 0

32 0 0

33 0 0 　 　

34 0 0 　 　

35 0 0 　 　

36 0 0 　 　

37 0 0 　 　

38 0 0 　 　

39 0 0 　 　

40 0 0 　 　

107,957 0 56,661 7.41 1.10 3.30 77,368 185,325 0

事務
事業
番号 非常

勤

職員数

（内）委託費 常勤

合計

評価対象事務事業名

自然環境の保全

平成26年度　　杉並区施策評価表Ⅱ　(施策を構成する事務事業）

25年度事業費

地域エネルギー対策の推進②

人件費
（再任用・
非常勤
含）

国・都から
の支出金

位置付

実
行
計
画
事
業

主
要
事
業

【施策番号：

（内）投資
的経費等

あんさんぶる荻窪の維持運営

環境配慮行動の推進

安全美化条例に基づく生活環境の改善

縮
小

環境を大切にする生活スタイルの促進

再任
用

今後の事業
の方向性

拡
充

現
状
維
持

そ
の
他

総事業費

以下再掲事業分の評価表

街路灯の新設・改修
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